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Ⅰ 

問１ １ 

問２ リカードは政府が介入しない自由貿易を主張し、リストは政府が保護関税政策をとって

輸入を制限し、産業育成を図るべきと主張した。（２行） 

問３ ① 香港全域が中国に返還され、高度な自治を５０年間認められた。２０１０年代に中国

政府が自治に干渉し、民主化運動が起こったが弾圧された。（２行） 

② ４ 

③ 中国系住民が多いシンガポールがマレーシア連邦から分離独立した。（１行） 

問４ ３ 

問５ ａ ― ５  ｂ ― ３ 

 

Ⅱ 

問６ ① ア ― 1  イ ― ５  ウ ― ２ 

② 征服者による酷使や、ヨーロッパから持ち込まれた疫病の流行のため。（１行） 

問７ ① ア ― 1  イ ― ８  ウ ― ９ 

② チャーティスト運動で、男性普通選挙の実現や議員の財産資格撤廃を求めた。 

（１行） 

③ ナロードニキ運動は、マルクス主義的な運動が都市の労働者を革命の基盤として期

待したのに対し、農村共同体ミールの農民を基盤として期待した。（２行） 

問８ ① ア ― カスティリャ  イ ― アラゴン  ウ ― トリエント 

② 首長法に基づきイギリス国教会が成立し、カトリック教会から分離していた。 

（１行） 

問９ スペインがフィリピンを植民地化しマニラを建設すると、太平洋を横断してメキシコの

アカプルコと接続する交易路が開拓された。（２行） 

問 10 ① ア ― ５  イ ― ４ 

② 植民地は本国議会への議員の選出を認められていなかったため、植民地側の同意な

く成立した印紙法による課税に反対し、本国は同法を撤回した。（２行） 

 

※論述問題の解答欄は１行がヨコ 17㎝×タテ 0.8 ㎝で、１行 30～35字程度で解答を作成した。 
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Ⅲ 

問 11 ａ ― ４  ｂ ― ５  ｃ ― ３ 

問 12 ① ア ― ５  イ ― ３ 

② １７世紀にオランダがケープ植民地を建設し、オランダ系の入植者が増加した。１

９世紀のウィーン会議の結果イギリス領となると、その支配に反発したオランダ系住

民が北方へ移住し、先住民を排斥しつつ新国家を建てた。（３行） 

問 13 ① アメリカが金とドルの交換を停止し、その後固定相場制は崩壊に向かった。（１行） 

② ａ ― ４  ｂ ― ０  ｃ ― ２  ｄ ― ３ 

問 14 ア ― ２  イ ― ８  ウ ― ５ 

 

Ⅳ 

問 15 明治期の日本は主に原料用製品を輸出して全製品を輸入していたが、その後工業化が進

み、原料品を輸入し、加工して全製品を輸出するようになった。（２行） 

問 16  日本はイギリス領インドから綿花を輸入して加工し、綿布をインドに輸出していたが、

日本政府が金輸出を禁止したことでポンドに対して円安が進み、インドに輸出する綿布の

価格がポンド建てで安くなった。（３行） 

 

※論述問題の解答欄は１行がヨコ 17㎝×タテ 0.8 ㎝で、１行 30～35字程度で解答を作成した。 

 

 


